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介護保険領域において対象者（患者）の活動・参加を促すことが

重要と唱えられている．周知の通りOTは，患者の応用的動作能力

と社会適応能力の向上を促す専門家である．上記の活動・参加はこ

れと同義ととらえてよいと思われる．であるならば，その役割を担

うのはOTである．しかしながら，活動・参加を促すうえで患者の

下部尿路機能（膀胱機能）をしっかりと把握して対応できているか，

一抹の不安を覚える．OT の多くは若く，排尿のことを自ら意識す

ることがほとんどない年齢層であることも一因と思われる．

加齢とともに下部尿路機能は着実に低下する．また，疾病により

一時的にバルンカテーテルを留置したり，おむつを着用することで

も機能は低下する．仮に頻尿や切迫性の尿失禁（尿漏れ）があれば

活動に集中できなくなったり，外出を好まなくなったりする．患者

個々の下部尿路機能を把握しておくことは，実用的な活動・参加の

向上に，地味ではあるがきわめて重要な視点である．

2016 年度（平成 28 年度）の診療報酬改定では，排尿自立指導料が

収載された．その内容は排尿ケアチームを結成して尿道カテーテル

留置者のカテーテル抜去を行い，QOL 向上を図ることである．し

かし当初，チームの一員に「作業療法士」の職名記載はなく，翌年

3 月 31 日付の疑義解釈において明記された．あらためて専門性か

らの大きな期待と受けとめたい．

本特集では，実用的な活動・参加を促していくうえでの基本とし

て下部尿路機能を学ぶとともに，適切なアプローチ法を考える機会

としたい． （佐藤浩二)

特集にあたって

下部尿路機能障害に対する支援
―その理解から具体的介入まで

企画担当
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